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1．緒　　言
Al-Mg系ダイカスト合金は非熱処理で使用される。また，

本合金へのFe添加が凝固割れ感受性HTS （Hot tearingsuscep-
tibility） に与える影響は諸説あり，解明されていない。
本研究では，ADC6 系合金におけるFe量がHTSに及ぼ

す影響を調査する。HTSは以下のように定義する。
割れの長さの合計

　 HTS＝　　　　　　　　×100（%）
試験片の外周

Feを変量したADC6 系合金のHTSと半凝固状態での延
性を取得する。また，金属間化合物に着目し金属組織を
観察することによってFe変量が半凝固状態の延性および 
HTSを支配する因子を調査する。

2．実験方法
2．1　合金組成と I-beam試験，半凝固引張試験

Al-4.5Mg-1.0Mn-0.2Si-0.08Ti-0.016Bに対してFe量を0.1 
wt%，0.4 wt%添加した合金を供試材料とした。2合金に対
してI-beam試験を行い，HTSを取得した。また，熱電対と
高速度カメラによって割れ発生温度も測定した。さらに，半
凝固状態における引張試験により延性及び強度を取得した。

2．2　破面及び金属組織の観察
I-beam試験で得た試験片の破面及び長手方向に切断し

た研磨面，半凝固引張試験で得た試験片の破面について
SEMを用いて金属間化合物に着目し観察を行った。破面
では割れ起点となりうる化合物を観察し，研磨面は液相補
給性に影響を与える化合物を観察した。

3．実験結果
3．1　Fe添加によるHTSと力学特性への影響
図 1に I-beam試験で取得したFe量とHTSの関係を示す。

Fe量の増加によりHTSが上昇した。図 2に I-beam試験で
取得したFe量と割れ発生温度の関係を示す。Fe量の増加が
割れ発生温度を上昇させることが確認された。

3．2　Fe添加による金属間化合物への影響
図 3，図 4に I-beam試験の研磨面の腐食組織画像と破
面のSEM画像とを示す。図 3はFe量が0.1 wt%の試験片
について，図 4はFe量が0.4 wt%の試験片についての観察
結果である。研磨面は破面から10 mm離れた位置で観察を
行った。研磨面ではFe量の増加で化合物相の増加が確認
された一方で，破面においてはFe量の増加で化合物の増
加は見られなかった。

4．結　　言
Al-Mg系合金において，Fe量の増加によりHTSが上昇

することが示された。Fe量を増加させると高い温度，即
ち液相率の高い状態で割れが発生している。また，Fe量
が0.4 wt%の場合は0.1 wt%の場合と比べて破面での析出量
が少ない。一方で破面から離れた箇所では析出量が多く，
偏析している。以上から，Feを増量することにより液相
補給が阻害されることでHTSが増加する一因となりうる
ことが示された。
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図1　Fe量とHTSの関係

図 3　研磨面と破面の画像 （0.1Fe）

図 4　研磨面と破面の画像 （0.4Fe）

図 2　Fe量と割れ発生温度の関係
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